
実験病理組織技術研究会 
第 31 回総会・学術集会 プログラム 

 
開催日：6 月 26 日（木）1 日目 受付：12:00～ 

 
総合司会：前田 圭子 
挨拶 実行委員長：中野 健二  [13:00～13:05]  
 
 
研究発表Ⅰ [13:05～13:40] 座長：池田 裕樹、米澤 美恵 
1. ラット第一臼歯の切り出し方法の検討 

〇山田 剛士、四郎丸 千恵、木下 恵華 
メディフォード株式会社 創薬レギュラトリーセンター 病理研究部  
 

2.RNAscope™ in situ hybridization における前処理条件の検討 
〇田中 咲帆、田中 英樹、鈴木 崇将 

大鵬薬品工業株式会社 
 
 

招待講演 [13:40～14:40] 座長： 中野 健二 
 『放射光イメージングによる生物医学研究－原子・元素に着目した研究－』 

志村 まり 先生  国立研究開発法人 理化学研究所 放射光科学研究センター 
(国立健康危機管理研究機構・国際医療センター兼任) 

 
 
休憩  [14:40～15:10] 
 
 
教育講演Ⅰ [15:10～16:10] 座長：袴田 志野婦 
『病理組織技術と病理評価の関係を再構築する－相手はどのポイントを見ているか？－』 

今岡 尚子 先生  第一三共株式会社 
 
 



 

6 月 27 日（金）2 日目 受付：9:10～ 
 

研究発表Ⅱ [9:30～10:15] 座長：稲垣 尋絵、寺尾 壽子 
 
3. グリオキサール固定液によるラット諸臓器及び組織の形態保持への影響 

〇横山 綾香、花岡 雄三 
キッセイ薬品工業株式会社 安全性研究部 病理研究グループ 

 
4. ホルマリン固定期間が Ki-67 の免疫染色／in situ hybridization に及ぼす影響 

〇鈴木 崇将、田中 英樹、田中 咲帆 
大鵬薬品工業株式会社 

 
5．硝酸銀液を用いたボディアン-大塚変法の前処理および固定期間の検討 

〇遠藤 悦美、土屋 千穂、仁藤 紫保美 
  興和株式会社 富士研究所 

 
 

《総 会》 [10:20～11:20] 司会：前田 圭子 

議長選出 
1．2024 年度活動報告 
2．2024 年度会計報告及び監査報告 
3．2025 年度活動計画案 
4．2025 年度予算案 
5．会則改訂について  
6．役員の補充について 
7．細則改訂について 
8．その他 （名誉会員の推薦について、会報の電子化について） 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 昼食 [11:20-12:50]＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
賛助企業からの情報提供 [12:50～13:20] 座長：高柳 ゆかり 
1. 「フェザー トリミングナイフハンドル リニューアル」 

〇西川 敦也 
フェザー安全剃刀株式会社  

 
2．「操作画面から見る組織切片自動作製装置 AS-410 の機能と私から見た安全性・実験病理の世界」 
   〇永田 大吾 

   株式会社大日本精機 
 



 

3．「マルチレーザープリンター Smart Marker シリーズ及び関連製品のご紹介」 
  〇山下 律 

  株式会社常光 
 
 
コントロールサーベイ調査報告 [13:20～14:20]  司会：明間 聡史 
  アンケート報告：渡辺 秀幸 
  評価結果報告： 国遠 かおり 
 
 
休憩  [14:20～14:40] 
 
 
教育講演Ⅱ [14:40～15:40] 座長： 望月 貴治 
  『グリメリウス染色の原理とポイント』 

渡辺 明朗 先生  元サクラファインテックジャパン株式会社 
 
閉会挨拶 副実行委員長：望月 貴治  [15:40] 


